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１．業務概要 

１－１．業務の目的 

日本初の海域公園地区である竜串海域公園地区では、平成 13 年の高知西南豪雨により

サンゴが土砂に埋没して壊滅的な被害を受けたが、その後の自然再生事業による泥土除

去工事等により、サンゴの被度は、平成 13 年以前の状況まで回復した。それを受け、環

境省の実施する自然再生事業 (泥土除去工事) は平成 27 年度で完了し、竜串自然再生協

議会も事務局を土佐清水市に移行している。 

今後、竜串地区では、環境省のビジターセンター整備を始め、集中的な地区の再整備が

進められる予定であり、それらの整備を軸にした、地域の活性化に向けた検討が始まっ

ている。地域活性化の中核を担う資源となるのは、海域公園地区にあるサンゴ群集であ

るが、オニヒトデ食害等の脅威も継続していることから、サンゴの生育状況は引き続き

把握し続けていく必要があり、本事業では、竜串湾内のサンゴ等のモニタリング謂査を

実施する。 

また、竜串湾内の生物情報の蓄積が、当該地域の魅力の PR や研究利用の促進に重要で

あることから、竜串湾の象徴的生物であり、サンゴの再生に伴い生息域回復が見込まれ

るウミウシ類の生息種リストを作成する。 

 

１－２．業務の期間 

本業務は、平成 30 年 6 月 12 日から平成 31 年 3 月 22 日に行われた。 

 

１－３．業務の内容 

１．業務実施範囲 

高知県土佐清水市竜串地先等 

竜串自然再生全体構想で対象区域として示された、足摺宇和海国立公園 竜串海域公園

地区（1～4号地）とその周辺海域（図1-1）を業務の対象海域とする。 
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２．調査項目 

サンゴ生育状況等のモニタリング（定点写真撮影、H16 年度からの継続調査） 

以下の調査により、サンゴ及びその他の生物の生育状況・攪乱状況の現状を把握する。 

（１）スポットチェック調査 

 「モニタリングサイト 1000 (サンゴ礁調査) スポットチェック法によるサンゴ礁調査マ

ニュアル 」(平成 25 年 7 月 環境省自然環境局生物多様性センター) に基づき行う。調

査地点は、海域公園に指定されている爪白、竜串西、大碆南、見残しの 4 地点とし、調

査頻度は年 1 回とする (但し、調査は、ダイビングによる潜水作業を想定)。 

 

（２）定点写真撮影 

サンゴの被度等を景観的な変化として記録するため、定点景観写真の撮影を行う。調

査方法は平成 27 年度から継続して実施している方法と同様に、基点より 4 方向の写真

を撮影する。 

調査地点は、爪白、赤屋根前、竜串西、大碆沖、見残しの 5 地点とし、調査頻度は年

1 回とする。 

 

土佐清水市 

竜串 

足摺岬 

図 1-1．業務対象海域（赤線の範囲が竜串自然再生対象区
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（３）海域の物理環境のモニタリング 

 サンゴ等の生育に影響を与える底質環境及び水温の物理環境モニタリング調査を実

施する。 

 

１）SPSS 調査 

造礁サンゴ類の生育に大きな影響を与える底質環境の変化を把握するため、竜串自然

再生事業関連調査によって平成16年度から継続して行われている底質中懸濁物質量の調

査を実施する。従来と同様に沖縄等で実績のあるSPSS （底質中懸濁物質含量） 簡易測

定法を用いて、湾内のサンゴ生息域の底質中懸濁物質含量を測定し、底質環境の変化の

基礎資料を得るとともにサンゴ群集への影響を評価する。試料の採取は潜水士が作業に

当たる。 

調査地点は、爪白、竜串西、大碆南、見残しの4地点とし、調査頻度は年3回とする。 

 

２）水温の連続観測 

基本的な湾内の物理的環境指標として、平成21年度から継続調査している海水温の

周年にわたる測定記録を引き続き行う。水温の連続測定には、モニタリングサイト

1000事業等で標準機器として使用されているメモリー式水温計HOBO U22 Water Temp 

Pro V2 を使用する。 

調査は、爪白、見残しの2地点に設置された機器の管理及び水温データの回収を行

う。調査頻度は1～3月の冬季及びSPSS調査の試料採取時の年2回とする。 

 

（４）ウミウシの生育種リストの作成 

 サンゴの再生に伴い生息域の回復が見込まれるウミウシは、ダイビング等における主

要な興味対象となっており、保全と利用のための情報発信等が必要とされているところ

であるが、生息種に係る情報が十分に整理できていない。 

 そこで、既存文献情報の収集及び現地調査（4 日×2 人程度を想定）を行い、湾内で

確認できるウミウシの生息種リストを作成する。なお、リストについては、写真を掲載

するものとする。 

 また、自然再生事業の効果や地域の魅力を PR するために作成したリストを元に、普

及啓発用の下敷き（100 枚: 両面カラー）を作成する。 

 

（５）市民参加型の保全体制の構築 

平成 26 年度竜串自然再生専門家技術支援委員会において、市民参加及び地元主導に

よるモニタリングの必要性が指摘されたことから、昨年度に引き続き、市民参加型の保

全体制構築を目指した取り組みを行う。 

市民参加、地元主導による継続的な保全体制の構築に向けた検討として、下記に示し

た活動を開催する（全 3 回）。実施時期や、内容については、表 1-1 を参考に、最終的
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には環境省担当官と協議の上、決定する。イベントの参加者は、20 名を想定することと

し、本業務において、参加者の保険に加入する。 

 

項目 内容 実施時期 

市民向け講演会 
過年度業務成果等で得られた竜串地域

の保全上の価値に関する講演会 
6 月 

スポットチェック調査 

シュノーケリングによるサンゴ被度等

の簡易的なモニタリング (室内実習及

び野外実習) 

7 月 

磯の生き物調べ 
陸上で実施できる海域環境評価のモニ

タリング 
3 月 

 

１－４．用語 

本報告書で使用する用語の内、科学的に定義されておらず、一般的に用法が確立され

ていない語については、平成 18 年度竜串地区自然再生事業海域調査業務報告書の定義

による。 

 

１－５．業務担当者 

中地シュウ（黒潮生物研究所 所長） 

総括・調査計画・調査実施・資料解析・報告書作成 

目﨑拓真（黒潮生物研究所 主任研究員） 

調査実施・資料解析・報告書作成 

古井戸樹（黒潮生物研究所 研究員） 

調査実施・資料解析・報告書作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1-1. 市民参加型の保全体制の構築に向けた取り組みの概要 



 

5 
 

２．サンゴ生育状況等のモニタリング 

 竜串湾では、サンゴ群集は中核の

自然資源かつ、地域活性にとっても

重要な資源であり、近年のオニヒト

デによる食害が長期的に継続して

おり、サンゴ群集への影響が懸念さ

れている。本調査は、竜串湾におけ

るイシサンゴ類の被度変化や撹乱

状況（斃死、部分死、病変、オニヒ

トデやサンゴ食巻貝による食害、台

風など波浪による剥離や破損）の把

握、その他環境変化等を解析し、要

因等を考察することを目的として

実施された。 

 

２−１. スポットチェック調査 

ａ）方法 

 モニタリングサイト 1000 （サンゴ礁調査）スポットチェック法によるサンゴ礁調査マ

ニュアル （平成 21 年 8 月環境省自然環境局生物多様性センター）に基づきスポットチェ

ック法による調査を行った。スポットチェック法は 15 分間のスノーケリング又はスキュ

ーバによって海底面の状況を目視把握する、簡易的なサンゴ礁調査手法で調査範囲は 50 

m×50 m の範囲である。 

＜調査項目＞ 

・ サンゴの被度（海底を占める生存サンゴの割合） 

・ サンゴの生育型（優占するサンゴの生育型。卓状ミドリイシ優占など） 

・ 5 cm 以下のミドリイシ属サンゴの加入度 

・ 大型卓状ミドリイシ 5 群体の平均サイズ 

・ 攪乱の記録（白化、オニヒトデ、サンゴ食巻貝、病気の有無など） 

・ 大型定着性魚類（30 cm 以上のブダイ類、ハタ類、ベラ類など） 

・ その他特記事項 

 調査地点は爪白、竜串西、大碆南、見残しの計 4 か所（図 2-1-1）で、7 月 18 日に調査

を実施した。これまで竜串湾内ではモニタリングサイト 1000 事業の中で、スポットチェッ

図 2-1-1. 調査地点 
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ク調査が年 1 回 9 月〜12 月頃に実施されている。モニタリングサイト 1000 の調査地点は

今回の調査と爪白、竜串西、大碆南が共通の調査地となっており、今回の結果と昨年度の

結果を比較してサンゴの生育状況を考察した。 

 

ｂ）結果 

 スポットチェックの結果を表 2-1-1 に、被度の推移を図 2-1-2、調査時の写真を章末の

資料 2-1 に示した。地点ごとの観察結果の概要を以下にまとめる。 

＜観察結果の概要＞ 

 爪白：サンゴの生育型（以下、生育型）は卓状ミドリイシ優占で生サンゴの被度（以

下、被度）は 40％であった。平成 29 年 11 月に行われたモニタリングサイト 1000（以

下、モニ 1000）の結果（被度 40％）と比較して、被度の変化は認められなかった。爪

白では岩盤上部に卓状のクシハダミドリイシが高い被度で優占しており、岩盤斜面や

垂直部などでは、被覆状や塊状サンゴ類が優占していた。15 分換算のオニヒトデ個体

の記録数は 1 個体で、昨年度の 5 個体から減少した。食害を受けたサンゴ群体の数も

少なかった。７月上旬に高知県西南部を襲った集中豪雨の影響か、海底に泥の堆積が

見られたが、サンゴへの影響はなかった。クシハダミドリイシ１群体で成長異常（腫

瘍）が見られ、その他に感染症と思われる部分斃死した卓状ミドリイシ群体が散見さ

れたが、全体的にサンゴ類は健全な状態だった。 

 竜串西：生育型はクシハダミドリイシが卓越する卓状ミドリイシ優占で、生サンゴの

被度は 40％だった。平成 29 年 11 月のモニ 1000 の結果（被度 40％）と比較して、被

度の変化は認められなかった。2～4 m の範囲では主に卓状のクシハダミドリイシ類

が優占し、それ以深では塊状、被覆状、葉状のサンゴが多かった。ミドリイシの加入

は 1 群体/㎡と少なかったが、それ以外のサンゴの加入は 1～10 群体/㎡で場所によっ

て多かった。卓状ミドリイシ類の剥離、破損、感染症と思われる部分斃死した群体が

散見されたが、被害は軽微だった。サンゴ食巻貝の食痕が 3 ヶ所確認されたが、食痕

１ヶ所の貝は 2～5 個体で集団は小さかった。全体的に懸濁物質が多く、特に 5 m 以

深では泥の堆積が顕著で豪雨の影響が見られた。 

 大碆南：生育型はミドリイシ、エンタクミドリイシ、クシハダミドリイシなどが混成

する卓状ミドリイシ優占で、生サンゴの被度は 50％だった。平成 29 年 11 月のモニ

1000 の結果（被度 50％）と比較して、被度の変化は認められなかった。オニヒトデ

の食痕が多数散見されたが、確認されたオニヒトデは 1 個体だった。調査日の前日に

地元ダイバーによるオニヒトデ駆除が行われているため、オニヒトデの記録数が少な

かった可能性が高く、注意が必要である。台風など波浪で剥離や破損したサンゴ群体

が堆積していた。 

 見残し：生育型は特定類（シコロサンゴ）優占で、生サンゴの被度は 40％だった。平

成 29 年 11 月のモニ 1000 の結果（被度 40％）と比較して、被度の変化は認められな
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かった。冬季の低水温でシコロサンゴ群体上部の部分的な斃死が見られたが、群体側

面部には影響が見られなかった。ブダイ類による食痕が集中的に見られた塊状サンゴ

の群体があった。懸濁物質が多かったが、土砂の大量流入などは認めらなかった。 

  

表
2-

1-
1
．
ス
ポ
ッ
ト
チ
ェ
ッ
ク
調
査
結
果
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2018 年７月のモニタリング調査は平成 30 年 7 月豪雨直後で、竜串西や見残しで懸濁物

質が多く SPSS はやや高かったが、サンゴへの影響を含めて被害は軽微だった。今年度は

台風 12、15、20、21、24、25 号の計 6 個が四国周辺に接近及び上陸した。竜串では特に

台風 24 号と 25 号の影響が大きく、本年 11 月のモニタリングサイト 1000 の調査では、サ

ンゴの剥離や破損が浅場のミドリイシ類を中心に確認された。特に大碆南では卓状ミドリ

イシ類の大規模な剥離や破損が見られ、被度が 50%から 30%に低下した。竜串西では被

度の変化はなかったが、卓状ミドリイシ類や枝状ミドリイシ類を中心に群体の剥離や破損

が見られ、景観が大きく変化した（定点調査写真参照）。昨年 7 月の調査では、オニヒト

デの出現状況が爪白で「準大発生状態」、大碆南で「多い（要注意）」状態だったが、本年

の 7 月の調査では爪白と大碆でオニヒトデはそれぞれ 1 個体、11 月の調査では大碆南で

１個体確認されたのみで、オニヒトデの記録数は低い値だった。しかし、両地点ではオニ

ヒトデの駆除が行われているため、記録されたオニヒトデ数は実際より少ない可能性が高

く、注意が必要である。2 回のモニタリング結果から今年度の竜串湾では、台風によるサ

ンゴ群集への影響が最も大きく、大碆南ではサンゴの剥離や破損によって被度が 20％低

下した。オニヒトデの発生は依然継続中で、駆除が行われているため直ちに急激な被度の

低下はないが、長期的にオニヒトデの発生が続くとサンゴ群集の劣化は避けらないため注

意が必要である。 
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図 2-1-2. 被度変化の推移（平成 26 年 8 月、27 年 6 月、28 年 7 月、29 年 7 月、30 年

7 月以外はモニタリングサイト 1000 のデータを引用） 
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資料 2-1．スポットチェック調査写真 

各写真のキャプションに記されている番号は、以下の事項を示す 

① 地点名 ②調査年月日 ③サンゴの生育型 ④生サンゴ被度 ⑤その他の特記事項 

  

①：爪白 ②：平成 30 年 7 月 18 日 ③：卓ミド

優占 ④：40％ ⑤：岩盤上部はクシハダミドリイ

シの卓状ミドリイシ優占群集 

①：爪白 ②：平成 30 年 7 月 18 日  

③：卓ミド優占 ④：40％ ⑤：サンゴ群体の異常成

長（腫瘍） 

  

①：爪白 ②：平成 30 年 7 月 18 日  

③：卓ミド優占 ④：40％ ⑤：塊状や被覆状のサ

ンゴ群体（岩盤斜面部などに多い） 

①：竜串西 ②：平成 30 年 7 月 18 日 ③：卓ミド

優占  ④：40％ ⑤：クシハダミドリイシを中心と

した高被度卓状ミドリイシ群集 

  

①：竜串西 ②：平成 30 年 7 月 18 日  

③：卓ミド優占  ④：40％  

⑤：サンゴ食巻貝の食痕 

①：竜串西 ②：平成 30 年 7 月 18 日  

③：卓ミド優占  ④：40％  

⑤：感染症と思われる群体 
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①地点名 ②調査年月日 ③サンゴの生育型 ④生サンゴ被度 ⑤その他の特記事項 

  

①：竜串西 ②：平成 30 年 7 月 18 日  

③：卓ミド優占  ④：40％  

⑤：海底に泥が堆積し、懸濁物質も多い 

①：大碆南 ②：平成 30 年 7 月 18 日  

③：卓ミド優占  ④：50％  

⑤：高被度卓状ミドリイシ群集 

  

①：大碆南 ②：平成 30 年 7 月 18 日  

③：卓ミド優占  ④：50％ ⑤：剥離や破損した卓

ミドが散見 

①：大碆南 ②：平成 30 年 7 月 18 日  

③：卓ミド優占  ④：50％  

⑤：オニヒトデの食痕 

  

①：大碆南 ②：平成 30 年 7 月 18 日  

③：卓ミド優占  ④：50％  

⑤：ハマサンゴ上のピンクの斑紋 

①：見残し ②：平成 30 年 7 月 18 日   

③：シコロサンゴ優占   ④：40％  

⑤：見残しのシコロサンゴ優占の景観 
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① 地点名 ②調査年月日 ③サンゴの生育型 ④生サンゴ被度 ⑤その他の特記事項 

  

①：見残し ②：平成 30 年 7 月 18 日   

③：シコロサンゴ優占   ④：40％ ⑤：シコロサ

ンゴ群集内のミドリイシとショウガサンゴ 

①：見残し ②：平成 30 年 7 月 18 日   

③：シコロサンゴ優占   ④：40％  

⑤：ブダイ類などの食痕 
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２−２. 定点写真撮影 

調査地点の景観変化を把握するため、平成 27 年度より景観定点の写真撮影を実施して

いる。平成 30 年度も同様の 5 地点で定点の撮影を行い、平成 29 年度（平成 29 年 2 月 23

日撮影）の画像と比較を行った。 

 

a）方法 

◯撮影方法 

写真は基点より 4 方向で角度を測定し、基点からの高さを 0.5 m 又は 1 m としてデジタ

ルカメラで記録を行った。 

 

◯調査地点 

平成 30 年度の調査は、透明度の良くなる冬季の平成 31 年 1 月 25 日に実施した。調査

地点は地元での利用等の情報収集及びこれまでのモニタリング地点から、平成 27 年度に 5

ヶ所が選定された（図 2-2-1）。爪白、竜串西、大碆、見残しではサンゴ群集の生育動態調

査を行っている範囲内に、残り赤屋根前では他の調査地点と異なったスギノキミドリイシ

が占める枝状ミドリイシ優占群集が分布しており、竜串湾内での枝状優占群集の稀少性か

ら定点景観写真の調査地に選ばれた。以下に基点の情報、撮影方法、撮影方位の角度（北

を 0°とする）を記載する。 

 

1. 爪白（卓状ミドリイシ優占〜多種混成の群集）（図 2-2-2） 

    基点 GPS：32°47'4.10"N、132°51'17.70"E  

    設置水深 5.8 m  

   海底から高さ 0.5 m の位置で撮影 

   撮影方位：①358° ②88° ③178° ④268° 

   

  2. 赤屋根前（スギノキミドリイシ優占群集）（図 2-2-3） 

  基点 GPS：32°47'9.65"N、132°51'17.87"E 

  設置水深：2.6 m  

    海底から高さ：1.0 m の位置で撮影 

    撮影方位：①13° ②103° ③193° ④283° 

  

  3. 竜串西（クシハダミドリイシ優占群集）（図 2-2-4） 

  基点 GPS：32°47'11.92"N、132°51'48.24"E 

  設置水深：5.0 m  

    海底から高さ：1.0 m の位置で撮影 

    撮影方位： ①355° ②85° ③175° ④265° 

  

  4. 大碆（卓状ミドリイシ優占群集）（図 2-2-5） 

  基点 GPS：32°46'52.00"N、132°52'2.69"E 
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  設置水深：4.0 m  

    海底から高さ：1.0 m の位置で撮影 

    撮影方位：①24° ②114° ③204° ④294° 

   

  5. 見残し（シコロサンゴ優占群集）（図 2-2-6） 

  基点 GPS：32°46'30.25"N、132°52'8.54"E 

  設置水深：2.7 m  杭の先端から撮影 

  撮影方位：①331° ②81° ③171° ④261° 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b）各地点のサンゴ群集と前年度の定点写真との比較 

 定点で撮影した平成 29 年度（H29）と平成 30 年度（H30）の写真を目視で比較した。各

地点のサンゴ群集と変化の概況について以下に示す。また、定点の比較画像を図 2-2-2〜

図 2-2-6 に示す。 

 

○爪白（図 2-2-2） 

 爪白では岩盤や岩の上面でクシハダミドリイシを中心とした卓状ミドリイシ優占の群集

が見られ、斜面、垂直面、海底にある転石や岩盤上ではサザナミサンゴ科やオオトゲサン

ゴ科のサンゴなど多種混成のサンゴ群集が見られた。爪白 1、爪白 4 左端・右上等で卓状

図 2-2-1. 定点撮影の調査地点 
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ミドリイシ類の軽微な剥離や破損が見られたが、景観の大きな変化はなかった。 

 

○赤屋根前（図 2-2-3） 

 赤屋根前では基点の北と西側の奥の岩盤上に高被度のスギノキミドリイシの群集が見ら

れ、基点の東と南の転石帯では低被度の多種混成の群集が見られた。大きな景観の変化と

して、赤屋根前 1 のスギノキミドリイシ群集の写真奥の一部が消失し、群集の範囲が縮小

した。赤屋根前 2 と 3 では、前年度に引き続き転石が移動または砂礫への埋没が進行し海

底の様子に大きな変化が見られた。これらの群集の消失や底質の変化の原因は、台風 21 号、

台風 24 号、台風 25 号などの波浪によるものと推察された。 

 

○竜串西（図 2-2-4） 

竜串西では基点の北、東、西側の岩盤上に高被度のクシハダミドリイシを中心とした卓

状ミドリイシ優占の群集が、南側ではサザナミサンゴ科のサンゴなど多種混成の群集が見

られた。調査範囲すべてでクシハダミドリイシの剥離や破損が見られた。特に竜串西 1 の

右下部、竜串西 2 の右端、竜串西 3 左端のクシハダミドリイシの群体が大きく消失した。

原因は赤屋根前と同様に台風 21 号、台風 24 号、台風 25 号などによる波浪によるものと

推察された。 

 

○大碆（図 2-2-5） 

 大碆では昨年度まで岩盤上部や斜面部に高被度のミドリイシ、クシハダミドリイシ、エ

ンタクミドリイシが混成した卓状ミドリイシ優占の群集が存在したが、調査範囲すべてで

卓上ミドリイシ類の大規模な剥離や破損が見られた。景観の変化が大きく、サンゴ群体の

剥離による岩盤の露出が際立った。これらの原因も台風 21 号、台風 24 号、台風 25 号など

による波浪が原因と推察された。さらに大碆では感染症による卓状ミドリイシ類の部分斃

死、オニヒトデやマンジュウヒトデによる食害で斃死した群体が散見された。モニタリン

サイト 1000 の結果では、被度が 50％から 30％へ減少した。 

 

○見残し（図 2-2-6） 

 見残し湾では大型のシコロサンゴが優占する特定類優占群集が見られ、南側のみ底質が

砂礫でほとんどサンゴは見られなかった。見残し 2 の左に見られるシコロサンゴが一部剥

離した以外は、シコロサンゴの群落に成長が見られたが、全体的に大きな変化は無かった。

昨年度確認された群体上部の斃死は回復していた。 
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H29 爪白 1（358°） 

 

H30 爪白 1（358°） 

図 2-2-2. 景観定点写真（爪白） 
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H29 爪白 2（88°） 

 

H30 爪白 2（88°） 

図 2-2-2. 景観定点写真（爪白つづき） 
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H29 爪白 3（178°） 

 

H30 爪白 3（178°） 

図 2-2-2. 景観定点写真（爪白つづき） 
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H29 爪白 4（268°） 

 

H30 爪白 4（268°） 

図 2-2-2. 景観定点写真（爪白つづき） 
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H29 赤屋根前 1（13°） 

 

H30 赤屋根前 1（13°） 

図 2-2-3. 景観定点写真（赤屋根前） 
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H29 赤屋根前 2（103°） 

 

H30 赤屋根前 2（103°） 

図 2-2-3. 景観定点写真（赤屋根前つづき） 
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H29 赤屋根前 3（193°） 

 

H30 赤屋根前 3（193°） 

図 2-2-3. 景観定点写真（赤屋根前つづき） 
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H29 赤屋根前 4（283°） 

 

H30 赤屋根前 4（283°） 

図 2-2-3. 景観定点写真（赤屋根前つづき） 
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H29 竜串西 1（355°） 

 

H30 竜串西 1（355°） 

図 2-2-4. 景観定点写真（竜串西） 
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H29 竜串西 2（85°） 

 

H30 竜串西 2（85°） 

図 2-2-4. 景観定点写真（竜串西つづき） 
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H29 竜串西 3（175°） 

 

H30 竜串西 3（175°） 

図 2-2-4. 景観定点写真（竜串西つづき） 
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H29 竜串西 4（265°） 

 

H30 竜串西 4（265°） 

図 2-2-4. 景観定点写真（竜串西つづき） 
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H29 大碆 1（124°） 

 

H30 大碆 1（124°） 

図 2-2-5. 景観定点写真（大碆） 
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H29 大碆 2（114°） 

 

H30 大碆 2（114°） 

図 2-2-5. 景観定点写真（大碆つづき） 
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H29 大碆 3（204°） 

 

H30 大碆 3（204°） 

図 2-2-5. 景観定点写真（大碆つづき） 
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H29 大碆 4（294°） 

 

H30 大碆 4（294°） 

図 2-2-5. 景観定点写真（大碆つづき） 
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H29 見残し 1（331°） 

 

H30 見残し 1（331°） 

図 2-2-6. 景観定点写真（見残し） 
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H29 見残し 2（81°） 

 

H30 見残し 2（81°） 

図 2-2-6. 景観定点写真（見残しつづき） 
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H29 見残し 3（171°） 

 

H30 見残し 3（171°） 

図 2-2-6. 景観定点写真（見残しつづき） 
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H29 見残し 4（261°） 

 

H30 見残し 4（261°） 

図 2-2-6. 景観定点写真（見残しつづき） 
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２−３．海域の物理環境のモニタリング 

２−３−１. SPSS 調査 

ａ）目的 

有藻性イシサンゴ類（以下サンゴ）の生育に影響を与える懸濁物質の指標として、沖縄

島で実績のある SPSS（底質中懸濁物質含量）簡易測定法を用いて、竜串湾における底質中

の懸濁物含量を測定し、サンゴ群集への影響を評価した。 

 

ｂ）方法 

図 2-3-1 に示した湾内 4 地点（爪白、

竜串西、大碆南、見残し）において平成

30 年 7 月 18 日と 10 月 25 日、平成 31

年 1 月 25 日の年 3 回、底質の採取を行

い、大見謝（2003）の SPSS 簡易測定法

を用いて SPSS の測定を行った。 

試料の採取は SCUBA 潜水によって

行い、各地点で 500 ml のプラスチック

製蓋付きサンプル瓶を用いて海底堆積

物の表層部分（深さ約 5 cm まで）から

底質を採取した。得られた試料を研究

室に持ち帰り、2 mm のふるいで礫や貝

殻片等の大きい夾雑物を取り除き、懸

濁物が沈殿するまで静置したのちに上澄みを捨て検体とした。この検体をメスシリンダー

に適量量り取り、500 ml になるまで水道水を加えメスアップし、次にこれを激しく振り混

ぜ懸濁させたのち、60 秒間静置した。こうして得られた懸濁水の透視度を 30 cm 透視度計

で測定し、透視度の値と検体の量および希釈率から SPSS 測定値（kg/m³）を算出した。 

 

C＝｛（1718 ÷ T）－17.8｝× D ÷ S 

 C：SPSS 測定値（底質中の赤土等の含有量(kg/m³)） 

 T：透視度 (cm) 

 S：測定に用いた試料量 (ml) 

 D：希釈倍＝500／分取量 

 

図 2-3-1．SPSS 調査地点 
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ｃ）結果 

各調査地点における SPSS の測定値を表 2−3-1に示した。なお、SPSS は対数正規分布す

るため、表中の平均値は算術平均ではなく幾何平均を用いた。 

 

表 2−3-1．平成 30 年度の各調査地点における SPSS 測定値 

地点 

SPSS（kg/m³） 

H30 年 H31 年 
平均 最大 

7月 18日 10月 25日 1月 25日 

爪白 6.3  2.6  33.3 8.2  33.3  

竜串西 62.5  10.5  73.7  36.4  73.7  

大碆南 2.7  5.6  37.2  8.3  37.2  

見残し 51.0  39.4  26.4  37.6  51.0  

 

 各地点の概況について以下に示した。 

・爪白：爪白地先の海域には広く岩礁が発達しており、海底は起伏に富み、湾内でもっと

も規模の大きいサンゴ群集が見られる。比較的波あたりの強い場所で、低気圧や

台風の接近・通過時などには強い波が発生する。底質の採取は爪白海岸の弁天島

よりにある双子岩と呼ばれる干出岩の南、水深約 7 m 付近で行った。SPSS の値は

7 月、10 月は 2.6～6.3 kg/m³（ランク 3～4）と低い値を示したが、1 月に 33.3 kg/m³

（ランク 5b）と上昇した。 

・竜串西：海域公園地区 2 号地（竜串）の西側（桜浜側）の端近くにあたる、水深約 6 m

の地点で底質を採取した。周辺は櫛の歯状の入り組んだ地形となっており、水深

3 m 以浅ではミドリイシ属が多く、海底付近では塊状、被覆状のサンゴが多くみ

られる。海底には細かい砂やシルトが堆積していた。SPSS の値は 7 月に 62.5 kg/m³

（ランク 6）だったが、10 月に 10.5kg/m³（ランク 5a）と低くなり、平成 31 年 1

月は 73.7 kg/m³（ランク 6）と再び上昇した。 

・大碆南：海域公園地区 3 号地内の大碆の南にある岩礁の南西端、水深約 12 m の地点で

底質を採取した。SPSS の値は 7 月、10 月は 2.7〜5.6kg/m³（ランク 3～4）と低い

値で推移したが、1 月に 37.2 kg/m³（ランク 5b）と高い値を示した。 

・見残し：海域公園地区 4 号地内の見残し湾内にあるシコロサンゴの巨大群落の西側（湾

口側）、水深約 3 m の地点で底質を採取した。開口部の狭い小湾状の地形で、波あ

たりは静穏である。周辺の海底にはシルト混じりの砂礫が堆積している。SPSS の

値は 7 月に 51.0kg/m³（ランク 6）と高い値を示し、10 月に 39.4kg/m³（ランク 5b
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と低下し、平成 30 年 1 月に 26.4 kg/m³（ランク 5a）とさらに低下した。 

 

平成 16～30 年度における SPSS 測定値を表 2-3-2に、推移を図 2−3-2に示した。ここで

は今年度調査した 4 地点のほか、平成 23 年度まで継続的に SPSS の測定を行った他の地点

の結果も合わせて示した。表の色分けは、大見謝（2003）の SPSS ランクに基づき、サンゴ

群集に影響が出始めるランク 5b（30～50 kg/m3）以上を太字で示した。ランク 6〜8 までは

背景色の黒が濃いほどランクが高い。さらに、平成 21 年度の報告書で示された、サンゴ群

集の健全成長の目安である SPSS の年間最高値 100 kg/m3 以下、年間平均値 50 kg/m3以下を

勘案し、ランク 6a（50～100 kg/m3）ランク 6b（100～200 kg/m3）を設定した。 

今年度の SPSS 測定値は爪白と大碆で低く、竜串西と見残しで高い傾向が見られた。爪白

と大碆では年間を通して 5b 以下であった。竜串西では 7 月に 62.5 kg/m³（ランク 6）が記

録され、その後は 10 月に 10.5 kg/m³（ランク 4）と低い値を示したが、平成 31 年 1 月に

73.7 kg/m³（ランク 6）と再び高い値を示した。見残しでは 7 月に 51.0 kg/m³（ランク 6）が

記録され、10 月に 39.4 kg/m³（ランク 5b）、平成 31 年 1 月に 26.4 kg/m³（ランク 5a）と低

い値を示した。 

今年度は全域で SPSS ランクが低い値を示したが、竜串西と見残しにおいて、7 月に、爪

白、竜串西、大碆において 1 月に高い値を示した。竜串湾沿岸（三崎）における月ごとの

降水量は 3 月、5 月、7 月、8 月、9 月においてそれぞれ平年の 171％、136％、164％、159％、

274％と非常に高い値を示した（過去 70 年間；気象庁 HP）。7 月の SPSS の値の上昇は 6 月

28 日から 7 月 8 日にかけて発生した豪雨による土砂の流入を反映したと考えられる。 

 

＜参考＞ 大見謝（2003）による SPSS ランクの定義 

ランク SPSS(kg/m3) 底質状況その他参考事項 

1 0-0.4 水中で砂をかき混ぜてもほとんど濁らない。 

白砂がひろがり生物活動はあまり見られない。 

2 0.4-1 水中で砂をかき混ぜても懸濁物質の舞い上がりを確認しにくい。 

白砂がひろがり生物活動はあまり見られない。 

3 1-5 水中で砂をかき混ぜると懸濁物質の舞い上がりが確認できる。 

生き生きとしたサンゴ礁生態系が見られる。 

4 5-10 見た目ではわからないが，水中で砂をかき混ぜると懸濁物質で海が濁る。 

生き生きとしたサンゴ礁生態系が見られる。透明度良好。 

5a 10-30 注意して見ると底質表層に懸濁物質の存在がわかる。 

生き生きとしたサンゴ礁生態系のＳＰＳＳ上限ランク。 

5b 30-50 底質表層にホコリ状の懸濁物質がかぶさる。 

透明度が悪くなりサンゴ被度に悪影響が出始める。 

6 50-200 一見して赤土等の堆積がわかる。底質撹拌で赤土等が色濃く懸濁。 
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ランク６以上は，明らかに人為的な赤土等の流出による汚染があると判断。 

7 200-400 干潟では靴底の模様がくっきり。赤土等の堆積が著しいがまだ􀀀砂を確認

できる。 

樹枝状ミドリイシ類の大きな群体は見られず，塊状サンゴの出現割合増加。 

8 400- 立つと足がめり込む。見た目は泥そのもので砂を確認できない。 

赤土汚染耐性のある塊状サンゴが砂漠のサボテンのように点在。 

 

 

＜引用文献＞ 

大見謝辰男. 2003 SPSS 簡易測定法とその解説. 沖縄県衛生環境研究所報, 37: 99-104.  

気象庁ホームページ. http://www.jma.go.jp/jma/index.html. 2018 年 1 月 16 日情報取得 
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表 2-3-2．平成 16～30 年度における SPSS 測定値の一覧（単位：kg/m3） 

  日付 爪白 
弁天島
東 

桜浜 
竜串
西 

竜串
東 

旧大
碆南 

大碆南
（旧大
碆沖） 

見残
し 

H16 

5/26 37.8   2.6 107.4 81 46.2     

6/28 73.7 164.3 1.7 174 71.9 51 50.1   

7/28 42.9 125 25.8 111.4 83.3 52.8 306.4 88.3 

9/30 54.2 127.6 84.5 171.5 125 47.7   105.5 

10/7 46.2 113.4 1.7 162 109.4 61.3   89.7 

11/4 58.9 111.4 25.1 214.8 65.2 63.8   141.9 

12/22 78.8 125 27.1 157.6 174 63.8 651.6 122.5 

H17 

1/27 135.2 111.4 3.7 231.2 79.3 85.7 954.5 162 

3/1 53.7 81 5.5 109.4 88.3 59.6 313.8 240.3 

3/24 27.7 103.9 8.1 231.2 73.6 95.6   118.2 

5/23 40.5 96.6 21.5 277.4 87.6 85.4 200.5 221.2 

7/23 33.8 61.6 3.6 197.2 107.4 62.3 95.4 157.6 

9/22 26.3 97.5 151.4 294.9 323.9 153.4 709.7 197.2 

11/23 72.8 76.2 9.5 135.2 103.2 31.5 166.6 111.9 

H18 

1/23 59 47 2.9 182.1 73.7 70.1 51.9 103.7 

3/21 21.7 20.6 36.4 155.4 60.3 41.1 68.4 71.9 

5/31     1.1 311.5 76.7 14.3 6.8 173.4 

7/27 73.7 98.6 1.8 126.8 35 15 16.9 58.3 

9/28 150.4 71.9 1.7 169 43.5 30.5 15 107.4 

11/30 58.9 41.1 3.4 58.9 51.6 26.8 25.1 52.8 

H19 

1/28 69.2 70.1 5.3 231.2 51.6 57.1 18.1 132 

3/26 4.3 82.1 2.9 46.2 32.6 17.1 73.7 124.6 

5/23 10.1 76.7 11 95.4 63 17.7 10.6 167 

7/24 41.1 67.6 27.1 65.2 43.5 13.7 37.8 117.8 

9/22 17.9 42.9 2.8 126 26.7 4.7 23.5 110.6 

11/15 13.1 27.4 1.9 62.3 37.8 10.4 3.9 38.9 

H20 

1/28 5.9 54.7 3 50.1 16.1 5.4 5.4 14.2 

3/12 2.6 14.1 1.6 79.9 10.6 13.9 4.8 54.2 

5/23 26.8 30.5 8.3 170.2 23.3 23.3 44.2 30.8 

10/7 41.7 145.6 10.9 167 53.7 10.3 9.1 56.7 

11/17 13.9 60.9 8 161.1 32.2 100.3 18.9 74.7 
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表 2−3−2．続き。平成 16～30 年度における SPSS 測定値の一覧（単位：kg/m3） 

  日付 爪白 
弁天島
東 

桜浜 
竜串
西 

竜串
東 

旧 

大碆
南 

大碆南 

（旧大
碆沖） 

見残
し 

H21  

1/8 8.2 53.2 6.9 187.6 36.4 22.3 23.1 20.1 

3/10 3.8 17.3 5.2 88.4 40.9 24.1 17.4 54.7 

5/12 8.4 45.5 10.7 64.5 77.7 12.3 21.5 85.7 

7/23 1.9 57.8 1 57.1 14 11.1 79.9 22.1 

9/24 11.9 12.2 3.5 40.9 6.5 1.5 4.5 4.6 

11/24 4.7 58.3 2 20.5 19.5 3 14.9 92.4 

H22 

2/3 5.1 35.6 1.9 31.1 8 1.4 2.9 102 

3/7 6.6 30.8 0.6 67.1 9.3 16.9 3 74.7 

5/28 4.6 43.4 6.8 114.2 15.4 15.3 14.9 250.1 

9/21 10.7 84.5 3.5 147.9 21.4 35.9 16.3 82.1 

H23 

1/12 1.6 235.7 1.4 83.3 12.1 8 2 43.5 

5/16 9.3 195.5 2.9 62.9 15.4 4.8 6.7 214.4 

10/12 73.8 49.3 3.5 21.1 39.8 8.8 5.8 60.9 

H24 

1/18 59 69.2 3.6 100.2 26.6 19.8 254.9 112 

6/27 21.2     77.7     197.2 138.7 

9/26 7.8     82.1     68.4 65.2 

H25 

1/18 5.4     18.3     1.7 32.6 

7/26 9.9     16.3     8.1 41.3 

10/18 4.4     3.2     2 79.9 

H26 

1/15 2.7     15.7     2.7 29.8 

7/26 151.4     58.9     12 49.3 

8/21 24.8     328.1     22.1 50.6 

10/31 19.8     52.1     7 26.4 

H27 

1/20 29.5     246.5     13.2 116.6 

6/19 100.3   125.0   9.8 15.7 

10/30 9.1   127.6   6.3 20.5 

12/1 13.7   46.2   12.6  
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表 2−3−2．続き。平成 16～30 年度における SPSS 測定値の一覧（単位：kg/m3） 

  日付 爪白 
弁天島
東 

桜浜 
竜串
西 

竜串
東 

旧 

大碆
南 

大碆南 

（旧大
碆沖） 

見残
し 

H28 

1/14 11.0   145.6   113.4 53.7 

7/7 21.9   422.4   6.8 397.1 

10/27 15.8   63.0   25.1 51.0 

H29 

1/14 10.2   14.2   9.2 279.2 

7/19 6.4   50.2   14.5 58.9 

10/30 5.7   8.3   8.7 30.8 

H30 

1/15 3.0   15.4   6.9 138.5 

7/18 6.3   62.5   2.7 51.0 

10/25 2.6   10.5   5.6 39.4 

1/25 33.3   73.7   37.2 26.4 

 

 

 

 

 

 

図 2−3-2. 平成 16～30 年度の地点別 SPSS 調査結果 

 

 

 

SPSS ランク  5a 以下 5b 6a 6b 7 8 

表示色の意味 0-30 30-50 50-100 100-200 200-400 400< 
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２−３−２. 水温の連続観測 

ａ）目的 

高知西南豪雨災害以前から現在まで良好なサンゴ群集が維持されている爪白、災害時に

多大な影響を受けたものの、現在はサンゴ生育状況が改善しているものと推察される大碆

南、災害以前からサンゴ群集の衰退が指摘されていた竜串西、以上の 3 地点では、放流さ

れたサンゴ種苗の生育状況に差異が確認されたものの、物理環境の基礎情報が不足してい

たことから、その評価ができなかった。そこで、これらの地点に見残しを加えた計 4 地点

において、サンゴの生育環境についての基礎資料を得ることを目的に、メモリー式水温計

を用いた海水温の連続測定を実施した。なお、爪白、大碆、竜串では平成 21 年度から、見

残しでは平成 24 年度から同様の測定

が継続されている。平成 27 年度から

は爪白、見残しの 2 地点のみで測定し

た。 

 

ｂ）方法 

図 2-3-3 に示した爪白、見残しの 2

カ所に水温データロガー（Onset 社

製、HOBO  U22 Water Temp Pro V2）

（図 2-3-4）をそれぞれ 1 個設置し、

1 時間毎の海水温（℃）を測定した。 

爪白、竜串西、大碆南の水温デー

タロガーは平成 21 年 7 月 23 日に、

見残しのロガーは平成 24 年 11 月 17

日に設置され、以降、水温データの

読み取りが行われている。昨年度は

平成 30 年 1 月 11 日に見残し、爪白

の両地点でロガーの交換を実施し、

今年度は平成 30 年 7 月 18 日と平成

31 年 1 月 25 日に見残し、爪白の両地

点で交換を行なった。

図 2-3-3．水温計設置地点 

図 2-3-4．設置されたデータロガー 
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ｃ）測定結果 

表 2-3-3 に平成 30 年 1 月 1 日～平成 31 年 1 月 25 日の日平均水温を示す。図 2-3-5に、

計測開始から平成 31 年 1 月 25 日までの日平均水温の推移を示した。 

 

表 2-3-3．湾内 2地点における日平均水温の推移（その１）（℃） 

  平成 30 年 1 月   平成 30 年 2 月   平成 30 年 3 月 

  爪白 見残し   爪白 見残し   爪白 見残し 

1 日 17.1  17.3  1 日 18.6  18.5  1 日 17.3  16.9  

2 日 16.9  17.0  2 日 17.9  18.0  2 日 16.8  16.9  

3 日 16.6  16.7  3 日 17.5  17.0  3 日 16.8  16.5  

4 日 16.3  16.6  4 日 16.6  15.8  4 日 16.4  16.5  

5 日 17.3  17.4  5 日 15.3  15.0  5 日 16.9  17.3  

6 日 17.0  17.3  6 日 14.7  14.8  6 日 17.1  17.4  

7 日 16.5  16.7  7 日 14.7  14.9  7 日 17.2  17.2  

8 日 16.4  16.5  8 日 14.6  15.2  8 日 16.9  16.9  

9 日 16.2  15.6  9 日 15.5  16.3  9 日 16.8  17.1  

10 日 18.2  17.8  10 日 16.7  16.6  10 日 16.6  17.0  

11 日 16.1  18.6  11 日 16.9  16.5  11 日 16.6  16.9  

12 日 18.4  18.4  12 日 16.5  15.8  12 日 16.5  16.9  

13 日 17.6  17.5  13 日 15.9  15.9  13 日 16.7  17.0  

14 日 16.9  16.8  14 日 15.8  16.2  14 日 17.0  17.2  

15 日 16.5  16.8  15 日 16.1  16.0  15 日 17.4  17.6  

16 日 17.0  16.9  16 日 15.8  16.4  16 日 17.5  17.5  

17 日 17.3  18.5  17 日 16.9  17.4  17 日 16.8  17.0  

18 日 19.2  18.9  18 日 16.8  16.6  18 日 17.1  16.9  

19 日 18.6  18.2  19 日 16.3  16.5  19 日 17.0  16.9  

20 日 18.1  17.9  20 日 17.0  17.6  20 日 17.2  17.3  

21 日 17.7  17.4  21 日 17.4  17.3  21 日 17.8  17.9  

22 日 17.3  16.6  22 日 17.2  17.8  22 日 17.7  17.9  

23 日 16.6  16.8  23 日 17.6  17.8  23 日 17.8  18.1  

24 日 16.6  15.8  24 日 17.6  17.9  24 日 18.3  18.5  

25 日 16.1  17.0  25 日 17.5  17.5  25 日 18.2  18.5  

26 日 16.9  16.6  26 日 17.3  17.4  26 日 18.2  18.6  

27 日 16.2  16.4  27 日 17.4  17.6  27 日 18.9  19.3  

28 日 17.4  18.3  28 日 17.6  17.3  28 日 19.2  19.5  

29 日 18.3  18.4     29 日 19.2  19.5  

30 日 18.1  18.4     30 日 18.7  18.9  

31 日 18.4  18.9     31 日 18.6  18.8  
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表 2-3-3．湾内 2地点における日平均水温の推移（その２）（℃） 

  平成 30 年 4 月   平成 30 年 5 月   平成 30 年 6 月 

  爪白 見残し   爪白 見残し   爪白 見残し 

1 日 19.5  19.7  1 日 19.8  20.1  1 日 22.8  23.2  

2 日 20.2  20.3  2 日 20.4  20.5  2 日 23.1  23.2  

3 日 20.5  20.7  3 日 20.6  20.8  3 日 23.4  23.5  

4 日 20.5  20.8  4 日 20.1  20.2  4 日 23.6  23.7  

5 日 20.2  20.2  5 日 19.6  19.7  5 日 23.6  23.5  

6 日 19.9  19.8  6 日 19.4  19.6  6 日 23.2  23.4  

7 日 19.6  18.5  7 日 19.6  19.9  7 日 23.4  23.6  

8 日 17.8  17.3  8 日 19.6  19.7  8 日 23.6  23.6  

9 日 17.0  17.1  9 日 19.5  19.9  9 日 23.7  23.9  

10 日 17.4  17.6  10 日 19.7  19.9  10 日 23.7  24.0  

11 日 18.0  18.2  11 日 19.7  20.0  11 日 23.6  24.0  

12 日 18.1  18.7  12 日 19.9  20.1  12 日 23.8  24.0  

13 日 18.1  18.2  13 日 20.0  20.2  13 日 23.2  23.8  

14 日 18.7  19.5  14 日 20.2  20.8  14 日 23.2  23.5  

15 日 20.4  20.6  15 日 20.6  20.8  15 日 23.7  24.2  

16 日 19.6  20.1  16 日 20.6  21.0  16 日 24.8  25.1  

17 日 19.1  19.0  17 日 20.9  21.2  17 日 24.7  24.8  

18 日 19.1  19.6  18 日 20.8  21.2  18 日 24.6  24.5  

19 日 19.3  19.6  19 日 20.9  21.1  19 日 24.4  24.5  

20 日 19.3  19.9  20 日 21.0  21.4  20 日 24.8  25.0  

21 日 20.5  20.9  21 日 21.1  20.8  21 日 25.0  25.2  

22 日 21.0  21.2  22 日 20.7  20.9  22 日 25.3  25.7  

23 日 21.1  21.2  23 日 21.3  21.8  23 日 25.5  25.7  

24 日 21.1  21.0  24 日 22.0  22.7  24 日 25.3  25.4  

25 日 20.9  21.0  25 日 21.9  22.5  25 日 25.1  24.9  

26 日 20.4  20.6  26 日 22.1  22.5  26 日 25.0  25.4  

27 日 20.2  20.2  27 日 22.0  22.3  27 日 25.6  26.0  

28 日 19.4  19.8  28 日 22.0  22.0  28 日 25.6  26.0  

29 日 19.4  19.6  29 日 22.0  22.1  29 日 25.4  25.6  

30 日 19.7  19.8  30 日 22.0  22.7  30 日 24.9  24.9  

   31 日 22.9  23.2     
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表 2-3-3．湾内 2地点における日平均水温の推移（その３）（℃） 

  平成 30 年 7 月   平成 30 年 8 月   平成 30 年 9 月 

  爪白 見残し   爪白 見残し   爪白 見残し 

1 日 24.7  25.1  1 日 26.9  26.9  1 日 28.0  27.8  

2 日 25.2  25.1  2 日 26.9  27.3  2 日 27.7  27.6  

3 日 25.2  25.3  3 日 27.0  27.4  3 日 27.5  27.4  

4 日 25.4  25.6  4 日 26.9  27.2  4 日 27.3  27.1  

5 日 25.6  25.7  5 日 26.7  27.0  5 日 27.2  27.3  

6 日 25.1  25.2  6 日 26.5  27.1  6 日 27.2  27.3  

7 日 24.8  25.0  7 日 26.9  26.9  7 日 27.3  27.4  

8 日 24.6  24.8  8 日 26.8  27.1  8 日 27.5  27.5  

9 日 24.6  25.0  9 日 26.5  26.6  9 日 27.5  26.9  

10 日 24.6  24.8  10 日 26.4  26.7  10 日 26.2  26.2  

11 日 24.9  25.6  11 日 26.9  27.0  11 日 25.9  26.0  

12 日 24.6  24.8  12 日 27.0  27.4  12 日 25.9  25.9  

13 日 24.5  26.0  13 日 27.4  27.8  13 日 25.7  25.7  

14 日 25.7  26.3  14 日 27.8  27.9  14 日 25.7  26.0  

15 日 24.8  25.2  15 日 27.7  27.8  15 日 26.0  26.1  

16 日 24.8  25.8  16 日 27.8  28.0  16 日 26.2  26.2  

17 日 25.4  26.4  17 日 27.9  27.9  17 日 26.2  26.5  

18 日 25.4  26.1  18 日 27.7  27.8  18 日 26.5  27.2  

19 日 25.6  26.2  19 日 27.6  27.4  19 日 27.0  27.3  

20 日 26.0  26.6  20 日 27.3  27.0  20 日 27.2  27.2  

21 日 26.4  26.9  21 日 27.0  27.1  21 日 27.1  27.3  

22 日 26.4  27.0  22 日 27.4  27.5  22 日 27.2  27.1  

23 日 26.7  27.3  23 日 28.1  28.1  23 日 26.8  26.6  

24 日 26.8  27.2  24 日 28.0  28.0  24 日 26.7  26.5  

25 日 26.8  28.1  25 日 28.0  28.1  25 日 26.6  26.5  

26 日 27.8  28.5  26 日 27.9  28.1  26 日 26.4  26.3  

27 日 28.0  28.6  27 日 28.0  28.2  27 日 26.2  26.4  

28 日 27.9  27.8  28 日 28.0  28.3  28 日 26.2  26.1  

29 日 26.8  27.2  29 日 28.0  28.1  29 日 26.1  25.8  

30 日 26.9  26.9  30 日 28.1  28.4  30 日 26.2  25.9  

31 日 26.9  26.8  31 日 28.0  28.3        
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表 2-3-3．湾内 2地点における日平均水温の推移（その４）（℃） 

  平成 30 年 10 月   平成 30 年 11 月   平成 30 年 12 月 

  爪白 見残し   爪白 見残し   爪白 見残し 

1 日 26.1  26.2  1 日 21.9  21.5  1 日 21.6  21.6  

2 日 26.1  26.0  2 日 21.5  21.5  2 日 21.4  21.5  

3 日 25.8  25.9  3 日 21.7  21.6  3 日 21.3  21.5  

4 日 25.7  25.3  4 日 21.8  22.1  4 日 21.5  21.8  

5 日 25.4  25.4  5 日 22.2  22.7  5 日 21.9  22.3  

6 日 25.6  25.8  6 日 22.9  22.8  6 日 22.2  22.4  

7 日 25.5  25.5  7 日 22.9  22.8  7 日 22.2  22.8  

8 日 25.3  25.5  8 日 23.0  22.9  8 日 22.4  22.0  

9 日 25.6  25.6  9 日 22.9  23.0  9 日 21.5  21.0  

10 日 25.6  25.6  10 日 22.8  22.5  10 日 20.8  20.6  

11 日 25.6  25.4  11 日 22.3  22.7  11 日 20.6  20.3  

12 日 24.8  24.8  12 日 22.8  23.0  12 日 20.5  21.0  

13 日 24.5  24.3  13 日 22.9  23.0  13 日 20.7  20.4  

14 日 24.4  24.2  14 日 23.0  22.8  14 日 20.2  20.3  

15 日 24.3  24.3  15 日 22.5  22.4  15 日 19.9  19.9  

16 日 24.2  24.1  16 日 22.2  21.9  16 日 20.2  20.3  

17 日 24.0  24.1  17 日 21.9  22.3  17 日 20.9  21.4  

18 日 24.2  24.1  18 日 22.6  22.7  18 日 21.4  20.8  

19 日 24.6  24.1  19 日 22.6  22.4  19 日 20.6  20.5  

20 日 24.4  24.1  20 日 22.0  22.0  20 日 20.4  20.3  

21 日 24.3  24.2  21 日 21.7  21.6  21 日 20.3  20.2  

22 日 24.3  24.0  22 日 21.4  21.3  22 日 20.6  20.8  

23 日 24.0  23.7  23 日 20.9  21.1  23 日 20.8  21.1  

24 日 23.6  23.6  24 日 20.7  21.0  24 日 20.9  20.7  

25 日 23.7  23.5  25 日 20.9  21.3  25 日 20.6  20.6  

26 日 23.7  23.3  26 日 21.2  21.2  26 日 20.9  20.7  

27 日 23.4  23.0  27 日 21.1  21.2  27 日 20.3  20.3  

28 日 23.4  23.0  28 日 21.1  21.0  28 日 19.9  19.4  

29 日 23.2  23.1  29 日 20.8  21.0  29 日 19.1  18.9  

30 日 22.8  22.5  30 日 21.4  21.6  30 日 18.8  19.1  

31 日 22.5  21.8        31 日 18.9  19.1  
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表 2-3-3．湾内 2地点における日平均水温の推移（その５）（℃） 

  平成 31 年 1 月 

  爪白 見残し 

1 日 18.8  18.9  

2 日 18.8  18.9  

3 日 18.6  18.7  

4 日 19.0  19.4  

5 日 19.3  19.3  

6 日 19.0  18.9  

7 日 18.8  18.9  

8 日 18.8  18.7  

9 日 18.5  18.8  

10 日 18.8  19.6  

11 日 19.7  19.9  

12 日 19.7  19.4  

13 日 19.1  18.7  

14 日 18.6  18.4  

15 日 18.3  18.1  

16 日 17.9  17.5  

17 日 17.6  17.1  

18 日 17.1  17.6  

19 日 17.9  18.6  

20 日 18.8  18.5  

21 日 18.5  18.0  

22 日 17.9  17.7  

23 日 17.5  17.4  

24 日 17.2  17.5  

25 日 17.1  17.4  
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図 2-3-5. 竜串湾内 4地点における日平均水温の推移 

（※平成 27 年度より見残し、爪白の 2地点のみ観察） 
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 計測開始からの各地点の年ごとの平均水温、最高水温、最低水温を表 2-3-4、表 2-3-5、

表 2-3-6 に示した（この値は毎時水温から抽出したため、日平均水温が記された表 2-3-3、

図 2-3-5 とは必ずしも一致しないことに注意）。 

 

表 2-3-4．年別地点別の年平均水温（℃） 

 爪白 竜串西 大碆南 見残し 

平成 21 年 － － － － 

平成 22 年 21.9  21.8  22.0  － 

平成 23 年 21.5  21.5  21.5  － 

平成 24 年 21.8  21.8  21.8  － 

平成 25 年 21.4  21.4  21.5  21.8  

平成 26 年 21.5 － 21.6 21.7 

平成 27 年 21.7 － － 21.8 

平成 28 年 22.1 － － 22.2 

平成 29 年 21.9 － － 22.1 

平成 30 年 21.7 － － 21.8 

平均 21.7 21.6 21.7 21.9 

 

表 2-3-5．年別地点別の年最高水温（℃） 

 爪白 竜串西 大碆南 見残し 

平成 21 年 29.0  29.1  29.1  － 

平成 22 年 29.9  29.9  30.0  － 

平成 23 年 28.2  28.6  28.4  － 

平成 24 年 29.6  29.8  30.0  － 

平成 25 年 29.5  29.3  29.2  30.2  

平成 26 年 27.9 － 28.2 28.6 

平成 27 年 28.8 － － 30.0 

平成 28 年 30.1 － － 30.4 

平成 29 年 29.8 － － 30.4 

平成 30 年 

 

29.1 － － 29.5 

平均 29.2 29.3 29.2 29.9 
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表 2-3-6．年別地点別の年最低水温（℃） 

 爪白 竜串西 大碆南 見残し 

平成 21 年 － － － － 

平成 22 年 15.2  14.8  15.2  － 

平成 23 年 14.6  14.7  14.9  － 

平成 24 年 15.2  15.2  15.3  － 

平成 25 年 14.7  14.6  14.9  13.0  

平成 26 年 15.1 － 15.1 15.4 

平成 27 年 15.2 － － 13.0 

平成 28 年 15.2 － － 13.2 

平成 29 年 14.7 － － 14.7 

平成 30 年 13.9 

 

－ － 14.3 

平均 14.9 14.8 15.1 13.9 

 

今年度の年間平均水温（表 2-3-4）は昨年と比較し、やや下がり（-0.2～0.3℃）、例年と

比べやや低く（総平均から-0.1℃）なった。 

今年度の最高水温（表 2-3-5）は、これまでの観測年で最低であった平成 26 年度に比べ

て爪白では 1.2℃、見残しでは 0.9℃高い値となり、平年と比べそれぞれ爪白で 0.1℃、見残

しで 0.4℃低かった。最低水温（表 2-3-6）は爪白でこれまでの観測年において最低である

13.9℃を記録し、昨年度と比べて爪白で 0.8℃、見残しで 0.4℃低かった。今年度の最高水

温と最低水温の差は見残し爪白共に 15.2℃となった。今年度の爪白と見残し共に、冬の最

低水温は低かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

51 
 

２－４．ウミウシの生息種リストの作成 

 サンゴの再生に伴い生息域の回復が見込まれるウミウシは、ダイビング等における主要

な興味対象となっており、保全のための情報蓄積と利用のための情報発信が必要とされて

いるところであるが、生息種に係る情報が十分に整理できていない。そのため、竜串湾に

生息するウミウシ種リストの作成を行った。 

 ウミウシは過去に複数のガイドブックや図鑑で異なった和名が提唱されており、学名の

ない種にも和名がついているケースも多数存在する。そのため本調査のウミウシの同定及

び和名と学名は、比較的新しく公表された中野理枝（2018）及び 2019 年 2 月時点の World 

register of Marine Species（WoRMS）に準拠した。また、平成 29 年度竜串地区自然再生推進

のための情報基盤構築業務報告書と竜串ダイビングセンターのホームページにて報告され

ている竜串湾のウミウシの写真を今回の調査と同じ同定基準に基づいて整理し、本調査の

結果と合わせて最終的に竜串湾のウミウシ生育種のリストを作成した。調査日及び調査地

点を下記に示す。 

 

・調査日と調査地点（図 2-4-1） 

   ①2018 年 8 月 27 日：アジバエ・ホンバエ・アジバエ 

   ②2018 年 8 月 30 日：日ノ浦・ロウコウ・大碆西 

   ③2018 年 12 月 13 日：ワレ回廊・日ノ浦・ホンバエ 

   ④2019 年 1 月 11 日：アジバエ・弁天西・大碆西 

 

 図 2-4-1. 調査地点 
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＜結果＞ 

a)調査の結果 

本調査で得られた種のリストを資料 2-4-1、現地調査で撮影した種の写真を資料 2-4-2

に示す。本調査の結果、竜串湾では 3 準綱 2 上目 7 目 4 亜目 1 下目 1 小目 22 上科 47 科 4

亜科 125 属 384 種のウミウシが記録された。種同定が不可能な種、未記載種等は「〇〇の

一種」と表記し末尾に連続した数字を表記した。また、学名は存在しないが和名がついて

いる種、和名・学名とも存在しないが図鑑に掲載されている種についても未記載種と同じ

ように表記し、備考欄に該当する種を記載した。今年度の現地調査では 72 種のウミウシを

記録し、その内、竜串湾で新たに記録された種はウメガエミノウミウシ、ホリミノウミウ

シ属の一種 6、ゴシキミノウミウシ属の一種 14、ゴシキミノウミウシ属の一種 15、ケラマ

ミノウミウシ、ヤマトユビウミウシ、メレンゲウミウシ属の一種 1、アンナウミウシ、ク

ロスウサギウミウシ、ネコジタウミウシ属の一種 3 の 10 種となった。また、夏季に行った

調査（平成 30 年 8 月 27 日、30 日）で記録したウミウシは 28 種だったのに対し、冬季に

行った調査（平成 30 年 12 月 13 日、平成 31 年 1 月 11 日）では 63 種を記録した。本業務

の現地調査で未記載種と思われるゴシキミノウミウシ属の一種 14、15、メレンゲウミウシ

属の一種 1、ネコジタウミウシ属の一種 3 の 4 種が観察できたが、新種記載するためには

さらなる情報の収集が必要であり、今後の研究の進展が期待される。 

 

b)普及啓発用下敷きの作成 

自然再生事業の効果や地域の魅力を PR するために作成したリストを元に、普及啓発用

の下敷き（100 枚: 両面カラー）を作成した（資料 2-4-3）。 
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資料 2-4-2. ウミウシの写真  

各写真のキャプションに記されている番号は、以下の事項を示す 

①種名 ②調査時期 

  

①：コナユキツバメガイ 

②：冬季 

①：トンプソンコトリガイ 

②：夏季・冬季 

  

①：ムラサキウミコチョウ 

②：夏季・冬季 

①：トウモンウミコチョウ 

②：夏季・冬季 

  

①：ツノクロミドリガイ 

②：冬季 

①：コノハミドリガイ 

②：冬季 
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資料 2-4-2.（続き）  

  

①：ヨゾラミドリガイ 

②：冬季 

①：シロミノウミウシ 

②：冬季 

  

①：アカメミノウミウシ 

②：冬季 

①：ニセハクセンミノウミウシ 

②：冬季 

  

①：ウメガエミノウミウシ 

②：夏季 

①：サクラミノウミウシ 

②：冬季 

 

 

 

 

 

 



 

74 
 

資料 2-4-2.（続き）  

  

①：キャロットシードミノウミウシ 

②：冬季 

①：セスジスミゾメミノウミウシ 

②：冬季 

  

①：サメジマオトメウミウシ 

②：夏季・冬季 

①：ミルクオトメウミウシ 

②：夏季・冬季 

  

①：ツノワミノウミウシ 

②：冬季 

①：ミチヨミノウミウシ 

②：冬季 
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資料 2-4-2.（続き）  

  

①：アオセンミノウミウシ 

②：冬季 

①：ウララカミノウミウシ 

②：冬季 

  

①：キイロワミノウミウシ 

②：冬季 

①：ゴシキミノウミウシ属の一種 14 

②：冬季 

  

①：ゴシキミノウミウシ属の一種 15 

②：冬季 

①：イボヤギミノウミウシ 

②：夏季 
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資料 2-4-2.（続き）  

  

①：ケラマミノウミウシ 

②：夏季 

①：ユビノウハナガサウミウシ 

②：夏季 

  

①：ヤマトユビウミウシ 

②：夏季・冬季 

①：ヘリシロイロウミウシ 

②：夏季・冬季 

  

①：メレンゲウミウシ属の一種 1 

②：冬季 

①：イガグリウミウシ 

②：夏季 
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資料 2-4-2.（続き）  

  

①：テヌウニシキウミウシ 

②：夏季 

①：ニシキウミウシ 

②：夏季・冬季 

  

①：アンナウミウシ 

②：冬季 

①：キイロウミウシ 

②：夏季・冬季 

  

①：ボンボリイロウミウシ 

②：冬季 

①：コモンウミウシ 

②：冬季 
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資料 2-4-2.（続き）  

  

①：キカモヨウウミウシ 

②：夏季 

①：シロウミウシ 

②：冬季 

  

①：セトイロウミウシ 

②：冬季 

①：シラヒメウミウシ 

②：冬季 

  

①：サラサウミウシ 

②：冬季 

①：キャラメルウミウシ 

②：冬季 

 

 

 

 

 

 



 

79 
 

資料 2-4-2.（続き）  

  

①：シロタエイロウミウシ 

②：冬季 

①：アジサイイロウミウシ 

②：冬季 

  

①：ゾウゲイロウミウシ 

②：夏季・冬季 

①：アオウミウシ 

②：夏季・冬季 

  

①：クラカトアウミウシ 

②：冬季 

①：センテンイロウミウシ 

②：夏季・冬季 
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資料 2-4-2.（続き）  

  

①：リュウモンイロウミウシ 

②：冬季 

①：サガミイロウミウシ 

②：夏季 

  

①：マダライロウミウシ 

②：冬季 

①：クチナシイロウミウシ 

②：夏季 

  

①：イチゴミルクウミウシ 

②：冬季 

①：ダニエライロウミウシ 

②：冬季 
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資料 2-4-2.（続き）  

  

①：クロスウサギウミウシ 

②：冬季 

①：フジイロウミウシ 

②：夏季 

  

①：シロウサギウミウシ 

②：冬季 

①：ゴマフビロードウミウシ 

②：冬季 

  

①：ムラサキアミメウミウシ 

②：冬季 

①：ヒロウミウシ 

②：夏季・冬季 

 

 

 

 

 

 



 

82 
 

資料 2-4-2.（続き）  

  

①：シロイバラウミウシ 

②：夏季・冬季 

①：モウサンウミウシ 

②：夏季 

  

①：コトヒメウミウシ 

②：冬季 

①：コトヒメウミウシ属の一種 3 

②：冬季 

  

①：ネコジタウミウシ属の一種 3 

②：夏季・冬季 

①：キイロイボウミウシ 

②：冬季 
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資料 2-4-2.（続き）  

  

①：フリエリイボウミウシ 

②：夏季・冬季 

①：タテヒダイボウミウシ 

②：夏季・冬季 

  

①：コイボウミウシ 

②：夏季・冬季 

①：ミカドウミウシ 

②：夏季・冬季 

  

①：コミドリリュウグウウミウシ 

②：冬季 

①：アカボシウミウシ 

②：冬季 
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資料 2-4-3. 普及啓発用下敷き 
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資料 2-4-3. 普及啓発用下敷き 
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３．市民参加型の保全体制の構築 

平成 13 年の高知西南豪雨災害後の自然再生事業の実施によって、サンゴの生息状況

は、豪雨災害前の状態まで回復した。一方で、オニヒトデ食害など、海の脅威は継続

している。今後も環境を良好な状態で維持し続けるためには、人が関わり続けること、

つまり担い手の確保が必要である。また、平成 26 年度竜串自然再生専門家技術支援委員

会において、市民参加及び地元主導によるモニタリングの必要性も指摘されている。 

そこで、今年度は、次世代の保全の担い手育成に主眼をおいた取組とした。 

 

３-１．市民参加型イベントの開催 

市民参加、地元主導による継続的な保全体制の構築に向けた取組として、下記に示した

活動を開催した。 

・ 第 1 回（平成 30 年 6 月 30 日）室内イベント「海辺の宝箱づくり」 

竜串の海の生物多様性にスポットを当てた室内イベント 

・ 第 2 回（平成 30 年 9 月 1 日）サンゴモニタリングイベント「竜串海さんぽ」 

シュノーケリングによるサンゴ被度等の簡易的なモニタリングの担い手の育成(室

内講習及び野外実習)  

・ 第 3 回（平成 31 年 3 月 10 日）磯の生き物観察会「竜串海辺の生き物調べ」 

陸上で実施できる海域環境評価のモニタリング 

 

１）室内イベント「海辺の宝箱づくり」（図 3-1-1） 

担い手確保のための裾野を広げる取組として、まずは「竜串湾の魅力を伝えるこ

と」と「竜串湾に足を運んでもらうこと」が重要であると考え、これまでの調査結果

等で得られた知見を活かし、竜串の海の生物多様性にスポットを当てた魅力 PR を行

った。これにより、今後、竜串を始めとする海に足を運びたいと思う動機づくりを

目指した室内イベントを行った。 

日時 平成 30 年 6 月 30 日（土）10:00～12:00／13:30～15:30 

場所 土佐清水市立市民図書館 視聴覚室 

スタッフ スタッフ 8 名（環境省土佐清水自然保護官事務所 2 名、土佐清水市立市民

図書館 4 名、黒潮生物研究所 2 名） 

講師：中地 シュウ 

参加者 合計 49 名 

AM 大人 6 人、子ども 18 人、合計 24 人（＋保護者 8 人） 

PM 大人 4 人、子ども 21 人、合計 25 人（＋保護者 5 人） 
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内容 ① 講話「海辺の宝箱づくり」 

② 海辺の宝箱作り 

○プログラムの概要（午前中の例） 

時間 項目 内容 担当 

10:00-10:05 開会挨拶 ・イベント趣旨、流れの説明 山下 

10:05-10:20 竜串の海につ

いてのお話 

・竜串の海にある漂着物について 

・標本箱の作り方について 

中地 

10:30-11:20 標本づくり ・4 班に分かれ、各班に桜浜、爪白の材料を

配布。三崎川河口、尻貝は全体量が少なか

ったため、部屋前方に配置。 

・宝箱づくりの順序としては、①木箱を選

ぶ、②素材を選ぶ、③固定、④同定・ラベ

リング 

・各班張付きスタッフを 1 名固定し、黒潮

生物研究所の 2 名は同定専門で全体をカ

バー。 

 

11:20-11:25 観覧会 ・参加者が作った作品を机に並べ、皆で観

覧。 

 

11:25-11:30 閉会挨拶 ・参加賞として、1人 1 箱木箱を配布。イベ

ント後も、海に行って楽しんでもらう。 

・小さな子どもだけで海に近づかないこと、

見た目が変わってしまうほど貝殻を採っ

てしまわないことを注意。 

東 

11:30-12:00 居残り作業   

 

○スタッフ感想 

＜イベント全体、プログラムについて＞ 

・製作時間は、ちょうどよいぐらいだった。 

・参加者が楽しそうで、雰囲気がよかった。 

・全体を通じてすごくよかった。 

・子どもが、調べ物をしている姿もたくさん見られてよかった。 

・図書館で、ハカセが話をしてくれるというシチュエーションがよかった。 

・雨を気にしなくてやれるプログラムがとしても、いいものになったのでは。 

・本を利用してもらいたいという図書館と、フィールドに出向いてもらい自然の魅力を知

ってもらいたいという環境省と、ノウハウを持っている研究所、3 者がうまくかみ合っ

たイベントになったのでは。 
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＜準備について＞ 

・たくさん使われていた貝殻で、見本がないものもあったので、今後同様のことをやる時

のために追加で作っておけるとよい。 

・（研究所は）岩石については、知識が乏しいので、岩石の見本も作っておきたい。 

・桜浜、爪白、三崎川河口と素材を分けたが、区別して取り扱われることもなかったので、

分ける必要はなかったかもしれない（竜串湾として、1 つにまとめてしまう）。 

・中高校生や大人を対象にして、野外でやるのもおもしろいのでは。海のギャラリーを活

用するのもありだと思う。 

・準備が大変だったと思うので、準備に当たったスタッフに感謝したい。 

・標本箱の費用ぐらいは、実費でとってもよいのでは。 
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○写真:イベントの様子 

 

写真 1 中地所長によるお話 

 

写真 2 グルーガンを使っての固定作業 

 

写真 3 図書館の本を使っての同定 

 

写真 4 同定のためのサンプル 

 

写真 5 完成した宝箱 

 

写真 6  宝箱と参加者 

 

 

２）サンゴモニタリングイベント「竜串海さんぽ」（図 3-1-1） 

次世代の担い手育成のため、これまでは三崎小学校をはじめとした土佐清水市内

の小学校等を対象とした環境教育を継続してきたが、職業選択等を意識する年代へ
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のアプローチはあまりしてこなかった。そこで、今年度は、毎年実施している市民

参加型のスポットチェックを、「竜串 海さんぽ」と題して地元高校生を主なターゲ

ットに実施した。また、一般参加者も募り、一般参加者、高校生、地元関係者で、竜

串の魅力の確認や、担い手確保のために高校生ができることについて、意見交換を

行うことも目的とする。 

日時 平成 30 年 9 月 1 日 

場所 土佐清水市竜串海のギャラリー 

参加者 清水高校、一般、黒潮生物研究所、土佐清水自然保護官事務所（スタッフ

計 7 名、参加者 8 名。2 回の延期により 7 名キャンセル） 

講師：黒潮生物研究所 主任研究員 目﨑拓真 

   環境省土佐清水自然保護官事務所 山下淳一 

○プログラムの概要 

時間 場所 項目 内容 

9:35-9:40 海のギャラ
リー 

開会挨拶 ・イベント趣旨、流れの説明。 

9:40-10:10 オ リ エ ン テ
ーション 

・竜串の海の価値やモニタリング方法（被
度の見方など）について、説明。 

10:10-10:50 ダイビング
センター 

移動、着替え  

10:50-11:10 港 乗船、移動 シュノーケル、フィン、マリンブーツ受取 

11:10-12:10 バンノコ、バ
ンノコ北 

野外活動① ・シュノーケル練習（20 分） 
・モニタリング（15 分） 
・自由遊泳（25 分） 

12:10-13:10 見残し 移動、昼食  

13:10-13:50 見残し 野外活動② ・モニタリング（15 分） 
・自由遊泳（25 分） 

14:00-14:40 ダイビング
センター 

着替え、まと
め準備 

 

14:40-15:40 海のギャラ
リー 

まとめ ・結果のまとめ 

・参加者からの写真紹介 

・話題提供（西南豪雨災害、オニヒトデ食
害の実態、担い手確保に向けた取組） 

・参加者からの感想発表。 
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図 3-1-1．取り組みの様子 上左：まとめの様子、上右：まとめの様子、下左右：スポット

チェック調査の様子 

 

●モニタリング調査の結果 

 今年度の調査地点は参加者のほとんどが高校生

のため安全性を考慮し、比較的浅くて流れなどが

ない内湾的な環境を調査地点とした。千尋岬西岸

にある「バンノコ」と「見残し」を選定し調査地点

とした（図 3-1-2）。 

〇モニタリング調査結果（表 3-1-1、図 3-1-3） 

 サンゴ被度は、バンノコ北が 20%、見残しが 40%

であった。バンノコ北では、サンゴ食巻貝の大き

な集団（食害階級Ⅲ）を確認し、スギノキミドリ

イシで食痕が散見された。また、台風の影響と思

われる枝状や卓状ミドリイシ類の剥離、破損、砂

礫などで埋没したサンゴ群体が多数見られた。ま礫図 3-1-2. 調査地点 
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た、高水温によるクシハダミドリイシやショウガサンゴなど部分的な白化も観察された。

その他の攪乱としてブダイ類による塊状サンゴの食害が見られた。 

＜調査参加者のアンケート結果とまとめ＞ 

今回は次世代の地域保全活動の担い手育成を考慮した活動として、地元清水高校の生徒

たちを主な参加者のターゲットとした。そのため参加者を増やす試みとして、イベント前

に清水高校を訪れ、竜串の保全活動、サンゴ群集、海の環境について出前授業を行った。

出前授業参加者の中で、同高校写真部の生徒たちが、海をテーマにした写真撮影に興味を

持っていたことがあり、イベント中に水中写真の撮影時間を設け、イベントに興味を持っ

てもらえるようにした。これまではモニタリング調査だけだったが、今回の主なターゲッ

トが高校生だったため、とにかく海に興味をもって参加してもらえるように努めた。荒天

でイベントが 2 回延期となり参加人数は少なくなったが、終了後に行ったアンケートでは、

総合満足度 5：6 人、4：1 人の高評価が得られた。まとめの感想、アンケート結果の概要

としては、「滅多にできない体験ができ、楽しかった」「次の機会があれば参加したい」と

いった意見が多く聞かれた。今回は引率の先生が送り迎えをしてくれたが、高校生の問題

点として現地までの交通手段の確保が難しいと感じた。また、シュノーケリングの経験の

浅い参加者が多く、モニタリング調査項目全てを実施するのは難しいと感じた。今後の担

い手育成に当たっては、参加者のレベルによって入門者向けと中上級者向けなど分けた方

図 3-1-2. モニタリングの調査地点 

表 3-1-1. モニタリング調査結果 
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が良いと感じた。 

〇まとめ時の参加者の感想意見は以下の通りである。 

・一部荒れているところもあったが、すごくきれいなところもあったのでよかった。一方

で、海ゴミがあったりもしたので、海を守っていくことも考えていかないといけないな

と思った（高校生・男）。 

・シュノーケル経験がなく、始まる前は不安だったが、教えてもらい、実際にできるよう

になると楽しかった。次があれば、ぜひ参加したい（高校生・男）。 

・久しぶりの海。写真を撮るのは初めて体験で楽しかった。オニヒトデのことなど、良く

ないことがあるのも知った（小学生・男）。 

・シュノーケルをやったことがなくて最初は不安だったけど、楽しかった（中学生・女）。 

・シュノーケルが初めてだったので、泳ぐので精一杯だったけど、シコロサンゴや魚が見

られてよかった。来年もあったら参加したい（高校生・女） 

 

  

バンノコ：スギノキミドリイシ群集 バンノコ：白化したクシハダミドリイシ 

  

バンノコ：サンゴ食巻貝の食痕 バンノコ：破損した卓状ミドリイシ類 
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３-１-３. 磯の生き物調べ（図 3-1-4） 

前年度と同様に、潮間帯生物の観察及びモニタリングを行う市民参加イベントを計画し

た 。 「 瀬 戸 内 海 の 海 岸 生 物 調 査 マ ニ ュ ア ル 」

（http://www.city.kitakyushu.lg.jp/kankyou/00600105.html）を用い、海岸生物、特に岩礁性潮

間帯に生息する海藻類および無脊椎動物 20 種を指標生物として選定・スコア化し、その出

現状況（出現種、生物量）から、調査した地域の海の環境（水質）および生物環境（生物

量、多様性）について簡便な方法で評価するプログラムを計画していた。 

しかしながら、実際には、荒天のため、室内プログラムに変更を行った。室内プログラム

では、参加者に対して竜串湾の自然と生き物についての講話（20 分程度）を行ったのち、

竜串湾の漂着物を利用した作品作りを行った。その後、作品の素材となった貝殻等を参加

者に同定してもらった。以上により、漂着物から竜串湾の生物多様性、生物量と竜串の自

然についての理解を深めることを目的に行った。 

 

 

 

 

 

  

見残し：巨大シコロサンゴ群集 見残し：砂礫で埋没したシコロサンゴ 

  

見残し：サンゴ食巻貝の食痕 見残し：ブダイ類による食痕（白部分） 

図 3-1-3. バンノコと見残しのサンゴ景観や攪乱状況 
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日時 平成 31 年 3 月 10 日 

イベント名 さわって感じる、たべて知る たつくし海辺の生き物調べ 

場所 竜串ふれあいセンター 

参加人数 一般参加者 5 名、スタッフ 4 名（環境省土佐清水自然保護官事務所 2 名、

黒潮生物研究所 2 名） 

講師：古井戸 樹 

内容 ① 講話「竜串の海と生き物」 

② 漂着物アート 

③ 作品に利用した生物の図鑑を利用した同定 

 

○写真 

:イベントの様子 

  

講話の様子 作品に使用する漂着物選び 

  

作品を作る様子 グルーガンを使用し漂着物を張り付ける 
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〇参加者感想 

・ひさびさに工作ができて楽しかった。 

・作品を作る際、どのように貝殻を並べるか工夫した。 

・作るものを考えるのが難しかった。意外と熱中してしまった。 

・いろいろな種類の漂着物があることに驚いた。 

 

４．まとめ 

（１）サンゴの生育環境の現状について 

本業務では継続的なモニタリングとして、前年度と同様に湾内 4 地点におけるスポット

チェック調査（前年度のモニタリングサイト 1000 調査後 2017 年 11 月から 2018 年 7 月ま

でのサンゴの状況変化を把握）、湾内 5 地点における定点写真撮影調査（固定範囲の景観変

化の把握）を行った。また物理環境のモニタリングとして水温及び SPSS（底質中懸濁物質

量）の計測と解析を引き続き実施した。また、竜串リーフチェックやモニタリングサイト

1000 事業によるスポットチェック調査などの本業務外の事業や活動でも、モニタリング情

報が得られている。これらの情報を総合し、今年度の竜串湾におけるサンゴ群集の生育環

境と撹乱要因の現況把握、および評価を以下に行った。 

 

① 台風等の波浪や SPSS のサンゴ群集への影響 

今年度は 9 月に 2 つの台風 21 号、24 号、10 月に台風 25 号が四国太平洋岸に接近・通

過した。高知県への最接近日は 21 号が 9 月 4 日、24 号が 30 日、25 号が 10 月 6 日となっ

ており、台風接近に伴う強い風雨と波が発生している。2 月に実施した本業務の定点写真

撮影の結果では竜串湾内の一部、爪白海岸の岸寄りの範囲である赤屋根前や竜串海岸の西

よりの地点である竜串西、竜串湾の奥に位置する大碆南などで群体の剥離、破損が確認さ

れており、特に大碆では多くの卓状ミドリイシ類が消失した。11 月に NPO 竜串観光振興

会と黒潮生物研究所が実施したリーフチェック調査では、爪白海岸に設定された調査範囲

のサンゴの台風による被害は軽微だった。台風後の 11 月に行われた環境省モニタリング

  

作品の素材を同定し記入 参加者が作成した作品 
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サイト 1000 の調査では、大碆南でサンゴ被度が 7 月に 50％だったのが 30％に減少した。

9 月、10 月の 3 つの台風に伴う波浪による湾内のサンゴ群集への影響は竜串湾の場所によ

って異なり、爪白や見残しの被害は軽微だったが、竜串西、大碆南、赤屋根前ではサンゴ

群集の一部消失などで景観の変化があった。なお、高知県気象台のデータによるとこれら

の台風接近に伴い、竜串湾に近い三崎の測点で 9 月 8 日から 9 日に 364 mm、30 日に 146 

mm のまとまった雨が降っている。これにより湾内への濁水の流入が発生したと考えられ

るが、今年度の SPSS 調査では顕著な懸濁物質量の増加は認められておらず、湾内の底質

環境の大きな変化につながった可能性は低い。 

 

②水温の影響 

 今年度の年間平均水温は爪白で 21.7℃、見残しで 21.8℃と例年と比べやや低く（総平均

から-0.1℃）なった。最高水温は平成 27 年から昨年にかけて爪白で 28.8～30.1℃、見残し

で 30.0～30.4℃と高い値を記録していたが、今年度はそれぞれ 29.1℃、29.5℃と例年と比べ

ても-0.1℃～-0.4℃低い値を記録した。最低水温は爪白でこれまでの観測年において最低で

ある平成 23 年の 14.6℃から-0.7℃低下し、13.9℃を記録した（2019 年 2 月 8 日午前 8 時）。

爪白と見残し共に冬の最低水温が低かったが、7 月のモニタリングの結果を見る限り低水

温によるサンゴ群集への影響はほとんどなかった。9 月のイベントでのモニタリングでわ

ずかに白化したミドリイシ群体などが観察されたが、11 月のモニタリングではほとんどが

白化したサンゴ群体が確認されていないことから、ほとんどの群体は白化から回復し被害

はほとんどなかった。 

 

③食害生物の影響 

竜串湾及びその周辺海域では平成 12 年頃からオニヒトデの分布密度の増加が見られる

ようになり、平成 16 年度以降大発生状況となっている。平成 28 年度マリンワーカー（竜

串自然再生事業海域調査業務）のサンゴ群集全域調査では、湾内のほとんどの範囲でオニ

ヒトデが観察されており、湾内全域へのオニヒトデの拡大が指摘されていた。今年度のモ

ニタリング調査時のオニヒトデ観察数は最大で 1 個体だったが、実際は 3 事業（水産多面

的機能発揮対策事業、環境省マリンワーカー事業、市補助事業）によるオニヒトデ駆除が

行われており、湾内全域の駆除総数（3 月 3 日時点）は昨年度並みのようである（竜串ダ

イビングセンター 私信。）。昨年度は竜串湾内の西側沖のロウコウでオニヒトデ駆除数が

多かったが、今年度では湾内奥沖にある大碆など一部の範囲でオニヒトデが多数駆除され

ている。これは、よりサンゴの生息状況が良好な大碆等でのオニヒトデの生息密度が増加

してきたことから、集中的に駆除を行うエリアを変更しているためであるが、今後も残さ

れた高被度のサンゴ群集では注意が必要である。本業務の継続モニタリング範囲では今の

ところ大きな被度の低下にいたっていないが、湾内のオニヒトデの大発生のピークは継続

しており、来年度以降もオニヒトデの分布密度の減少につながる駆除活動の継続が望まれ

る。 
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 また、唯一大幅に被度が低下した大碆南（50%から 30%に低下）では、オニヒトデによ

る食害の被害と合わせて、9 月から 10 月にかけて接近した台風の波浪によるサンゴの破損

や剥離が多かったことが被度低下の原因であると考えられる。これにより、大碆南では基

質の岩盤が見えないほどの高被度の卓状ミドリイシ類が分布する景観が広がっていたが、

岩盤の多くが露出し景観が大きく変化した。その他に冬季の低水温、高水温による白化、

豪雨による SPSS の上昇などその他の撹乱が記録されたが、これらのサンゴ群集にダメー

ジを与えるような影響はほとんどなかった。 

 

（２）竜串湾におけるウミウシ類について 

今回の業務では現地調査（標本を元にした調査）によって得られた新たな情報と過去の

調査結果を整理し、竜串湾における網羅的なウミウシ生息種リストの作成を行った。竜串

湾の自然再生に伴い生息域の回復が見込まれるウミウシは、ダイビング等における主要な

興味対象となっていることに加え、生息種リストは竜串湾地域の生物多様性を評価する基

礎的な資料となる。竜串湾におけるウミウシ類は、竜串地区で過去に実施された自然再生

事業および関連事業にて取得された情報をまとめた平成 29 年度竜串地区自然再生事業推

進のための情報基盤構築業務において底生生物リスト、砂中生物リスト内で取り上げられ

ているが、これらは一部の範囲で行われた調査で出現したものをリストとしてまとめたも

ので、湾内全域を調査範囲とした出現種の情報が網羅的に整理されるのは今回が初めてと

なる。 

本業務で行った潜水調査では過去に記録がなかった 10 種が新たに確認されており、過

去の調査結果とあわせて情報を整理した結果、竜串湾で生息が確認されたウミウシ類は 3

準綱 2 上目 7 目 4 亜目 1 下目 1 小目 22 上科 47 科 4 亜科 125 属 384 種となった。日本で確

認されているウミウシは約 1400 種（中野理枝 2018）とされているため、その内約 27％を

竜串湾で記録した。また、未記載種と考えられる種が 4 種確認でき、今後さらにリストの

アップデートが期待される。また、本業務での現地調査では、夏季と比較して冬季に多く

の種のウミウシ類が確認できたが、ウミウシの出現時期のピークは 3 月～5 月との報告が

あり（Tanamura & Hirose 2017）、水温の低くなる冬季に新規参入が起こるためである。 

このように種多様性が豊富な要因として考えられるのは、有藻性イシサンゴ、海綿、海

藻、ソフトコーラルなど、ウミウシの餌や住処となる生物が豊富であるためだと考えられ

る。本調査の結果から竜串湾のウミウシは多様性が非常に豊富で、ひとつの湾でこれだけ

の種が確認できる竜串湾は貴重な海域であると評価できる。 

 

中野理枝（2018）日本のウミウシ. ネイチャーガイド. 文一総合出版. pp.543.  

Tanamura daisuke and Hirose Euichi (2017) Seasonal Occurrence of Gastropterids 

(Gastropoda: Cephalaspidea) and Their Habitat Selection in a Subtropical Back-reef 

on Okinawajima Island (Ryukyu Archipelago, Japan). Zoological Studies 56 (34): 1-8. 
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（３）市民参加型のモニタリング体制の構築 

前年度までの事業では、リーフチェック調査のための勉強会、スポットチェック調査、

磯の生き物調べなど、モニタリング体制の構築だけでなくモニタリング情報の蓄積と継続

的な取り組みを実施するための協力体制づくりを行ってきた。その中でリーフチェック調

査に関しては、地元主体でできる保全体制のひとつとして定着してきた。一方で、リーフ

チェック調査は主にダイバーで行う調査手法のため、参加には一定のスキルが必要で参加

者が限定的される傾向があった。そこで、今年度は、次世代の保全の担い手確保や育成に

主眼をおいた取組として、室内イベント「海辺の宝箱づくり」（以後、宝箱づくり）、サン

ゴモニタリングイベント「竜串海さんぽ」（以後、海さんぽ）、観察イベント「磯の生き物

調べ」（以後、漂着物アート）（研修会は荒天のため、室内プログラムに変更とし、竜串の

自然と生き物についての講話、参加者による漂着物アート、作品で利用した貝殻等の同定

を行った）を実施した。これらの活動により、これまでの調査結果等で得られた知見を

活かした竜串の海の生物多様性の認知向上と、次世代の保全活動の交流人口増加を図

った。今年度新たにはじめた宝箱づくりでは、保全活動の交流人口の裾野を広げるイ

ベントとして、幅広い年齢層の参加者に対して、竜串の海の魅力や保全活動を伝える

きっかけとなった。内容の変更で実施された漂着物アートについても同様の効果が得

られた。海さんぽでは、職業や学業進路の選択年齢に近い高校生を主なターゲットと

し、竜串の海の講演だけでなく、実際の海でモニタリグ調査を体験してもらうことが

できた。 

今後の保全活動の担い手の確保、育成、そこから地域の保全活動体制への参加にど

のようにつなげていくかを検討する中で、今年度事業では海への興味をもつきっかけ

や保全活動参加への動機づくりに主眼を置いたイベントを実施し、前年度までとは異

なった幅広い年齢層の参加につながった。しかし、前年度まで行っていた竜串湾のサ

ンゴの生育状況など海域の情報を取得する実際の保全活動につなげていくには、参加

者のレベルに応じた段階的な保全に関する学習会やモニタリング調査の技術を習得す

る機会を設ける必要があると考えられる。そのようなイベントの開催には、現在の主

催団体以外に、地域ボランティア、今後整備予定のビジターセンターやリニューアル

が予定される足摺海洋館など核となる施設も含め、主催者側も一体となった取り組み

の協力・実施体制を構築していくことが必要である。 

 


